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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第155期

第１四半期
連結累計期間

第156期
第１四半期
連結累計期間

第155期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 9,756,147 9,872,988 40,020,512

経常利益 (千円) 406,030 310,138 1,131,230

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 286,987 244,117 877,253

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 888,004 134,278 1,930,244

純資産額 (千円) 19,281,944 20,245,984 20,323,573

総資産額 (千円) 55,329,697 56,506,835 54,836,232

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 33.86 28.81 103.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) (注)３.― (注)３.― (注)３.―

自己資本比率 (％) 34.5 35.6 36.8
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．平成29年10月１日付で、普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益、雇用環境の改善が進み緩やかな回復基調で推移

しました。

　一方で、トランプ政権の通商政策による貿易摩擦、原油価格の上昇による影響が懸念されます。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、引き続き収益改善への取り組みを継続してまいりまし

た。

その結果、売上高は9,873百万円（前年同四半期比1.2％増）となりました。利益面につきましては、営業利益が

247百万円（前年同四半期比19.8％減）、経常利益が310百万円（前年同四半期比23.6％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は244百万円（前年同四半期比14.9％減）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

なお、セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。

 

①印刷情報関連事業

印刷被写体においては、出版・文具用途では紙クロス、布クロスともに受注低調で前年同四半期比減となり

ました。また、産業用の品質表示用ラベルは主に自動車関連用途の海外販売が堅調で前年同四半期比増となり

ました。

印字媒体においては、主力のラベル等の印字用熱転写リボンは主に海外販売が堅調に推移し、前年同四半期

比増となりました。

その結果、当セグメントの売上高は4,120百万円（前年同四半期比1.3％減）、営業利益は271百万円（前年同

四半期比0.7％減）となりました。

 

②住生活環境関連事業

壁装材は、市況が低調で前年同四半期比減となりました。

不織布は、床吸音材と家電用・車輌用フィルターが堅調に推移し、前年同四半期比増となりました。

産業用ターポリンは、主力のコンテナは堅調に推移しましたが、テント材、合羽等が低調で前年同四半期比

減となりました。

その結果、当セグメントの売上高は3,334百万円（前年同四半期比0.03％減）、営業利益は83百万円（前年同

四半期比45.6％減）となりました。

 

③包材関連事業

食品包材・蓋材は、海外向けが堅調に推移し、前年同四半期比増となりました。

医療用パップ剤用フイルム加工は、堅調に推移し、前年同四半期比増となりました。

その結果、当セグメントの売上高は1,725百万円（前年同四半期比9.6％増）、営業利益は112百万円（前年同

四半期比15.5％増）となりました。
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④その他

商品運送は、堅調に推移し、前年同四半期比増となりました。

　ファンシー商品は、全般的に低調で前年同四半期比減となりました。

その結果、売上高は971百万円（前年同四半期比1.7％減）、営業利益は24百万円（前年同四半期比25.7％

減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して1,671百万円増加し、56,507百万円とな

りました。これは主に受取手形及び売掛金が1,424百万円増加したことなどによるものであります。　

　負債は、前連結会計年度末と比較して1,748百万円増加し、36,261百万円となりました。これは主に、短期借入金

が1,949百万円増加したことなどによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して78百万円減少し、20,246百万円となりました。

 
(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は64百万円であります。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,504,747 8,504,747
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株
であります。

計 8,504,747 8,504,747 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年６月30日 ― 8,504,747 ― 5,795,651 ― 944,696
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 30,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,458,900
 

84,589 ―

単元未満株式 普通株式 15,847
 

― ―

発行済株式総数 8,504,747 ― ―

総株主の議決権 ― 84,589 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)      

ダイニック㈱
京都市右京区西京極
大門町26

30,000 ― 30,000 0.35

計 ― 30,000 ― 30,000 0.35
 

 

２ 【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,987,591 3,753,776

  受取手形及び売掛金 ※3  8,266,587 ※3  9,690,773

  電子記録債権 ※3  2,827,680 ※3  2,770,958

  商品及び製品 3,792,426 3,863,613

  仕掛品 957,894 1,077,559

  原材料及び貯蔵品 2,274,366 2,203,579

  その他 456,565 665,104

  貸倒引当金 △84,445 △77,839

  流動資産合計 22,478,664 23,947,523

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 16,005,600 16,013,770

    減価償却累計額 △10,593,665 △10,647,111

    建物及び構築物（純額） 5,411,935 5,366,659

   機械装置及び運搬具 22,499,304 22,403,223

    減価償却累計額 △19,044,009 △18,938,605

    機械装置及び運搬具（純額） 3,455,295 3,464,618

   工具、器具及び備品 2,833,675 2,873,141

    減価償却累計額 △2,512,748 △2,536,010

    工具、器具及び備品（純額） 320,927 337,131

   土地 10,251,210 10,213,764

   リース資産 540,543 550,607

    減価償却累計額 △272,452 △285,590

    リース資産（純額） 268,091 265,017

   建設仮勘定 377,536 492,800

   有形固定資産合計 20,084,994 20,139,989

  無形固定資産   

   その他 69,013 75,305

   無形固定資産合計 69,013 75,305

  投資その他の資産   

   投資有価証券 8,752,958 8,721,637

   繰延税金資産 153,188 152,979

   投資不動産 3,489,623 3,382,417

    減価償却累計額 △966,299 △901,037

    投資不動産（純額） 2,523,324 2,481,380

   その他 815,270 1,028,841

   貸倒引当金 △41,179 △40,819

   投資その他の資産合計 12,203,561 12,344,018

  固定資産合計 32,357,568 32,559,312

 資産合計 54,836,232 56,506,835
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※3  8,564,823 ※3  8,759,874

  短期借入金 11,776,642 13,725,473

  リース債務 79,407 74,552

  未払法人税等 352,530 102,838

  賞与引当金 378,267 287,174

  役員賞与引当金 26,140 15,350

  環境対策引当金 3,809 3,626

  設備関係支払手形 ※3  479,539 ※3  641,330

  その他 1,052,905 1,089,251

  流動負債合計 22,714,062 24,699,468

 固定負債   

  長期借入金 6,334,022 6,143,283

  リース債務 219,719 219,824

  繰延税金負債 1,904,662 1,907,120

  再評価に係る繰延税金負債 1,298,595 1,298,595

  環境対策引当金 16,224 16,112

  退職給付に係る負債 1,691,633 1,637,150

  その他 333,742 339,299

  固定負債合計 11,798,597 11,561,383

 負債合計 34,512,659 36,260,851

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,795,651 5,795,651

  資本剰余金 944,696 944,696

  利益剰余金 7,656,540 7,688,790

  自己株式 △32,697 △32,697

  株主資本合計 14,364,190 14,396,440

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,256,248 3,230,694

  土地再評価差額金 2,799,017 2,799,017

  為替換算調整勘定 △122,303 △179,983

  退職給付に係る調整累計額 △109,999 △103,366

  その他の包括利益累計額合計 5,822,963 5,746,362

 非支配株主持分 136,420 103,182

 純資産合計 20,323,573 20,245,984

負債純資産合計 54,836,232 56,506,835
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 9,756,147 9,872,988

売上原価 7,826,951 8,003,655

売上総利益 1,929,196 1,869,333

販売費及び一般管理費 1,620,763 1,621,877

営業利益 308,433 247,456

営業外収益   

 受取利息 6,016 5,777

 受取配当金 55,341 52,345

 受取賃貸料 45,764 46,799

 雑収入 76,551 70,293

 営業外収益合計 183,672 175,214

営業外費用   

 支払利息 41,535 41,946

 為替差損 7,352 25,341

 雑損失 37,188 45,245

 営業外費用合計 86,075 112,532

経常利益 406,030 310,138

特別利益   

 固定資産売却益 - 21,738

 特別利益合計 - 21,738

特別損失   

 固定資産処分損 10,346 8,876

 特別損失合計 10,346 8,876

税金等調整前四半期純利益 395,684 323,000

法人税等 118,205 101,152

四半期純利益 277,479 221,848

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △9,508 △22,269

親会社株主に帰属する四半期純利益 286,987 244,117
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 277,479 221,848

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 707,621 △25,554

 為替換算調整勘定 △102,652 △66,516

 退職給付に係る調整額 4,622 6,633

 持分法適用会社に対する持分相当額 934 △2,133

 その他の包括利益合計 610,525 △87,570

四半期包括利益 888,004 134,278

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 904,343 167,516

 非支配株主に係る四半期包括利益 △16,339 △33,238
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　　該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

　　　該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。
 

 

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。
 

 
(四半期連結貸借対照表関係)

　　１　手形割引高及び裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

受取手形割引高 801,015千円 66,252千円

受取手形裏書譲渡高 17,516 19,719 
 

 

 

　　２　債権流動化による手形譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

受取手形 965,858千円 184,216千円
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※３　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決

済処理しております。

なお、当社及び連結子会社の決算日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形及

び電子記録債権が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

受取手形 123,988千円 104,385千円

電子記録債権 12,557 16,016

支払手形 831,755 831,270

設備関係支払手形 79,129 19,305
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 290,013千円 310,648千円
 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日
定時株主総会

普通株式 211,880 5.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

（注）平成29年10月１日付けで普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成29年６月28日定

時株主総会決議による１株当たり配当額につきましては、当該株式併合前の実際の配当額を記載しておりま

す。
　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日
定時株主総会

普通株式 211,867 25.00 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 

印刷情報
関連事業

住生活
環境関連
事業

包材関連
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 4,109,131 3,335,230 1,573,065 9,017,426 738,721 ― 9,756,147

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

64,731 ― 12 64,743 249,248 △313,991 ―

計 4,173,862 3,335,230 1,573,077 9,082,169 987,969 △313,991 9,756,147

セグメント利益 273,432 151,828 96,914 522,174 32,760 △246,501 308,433
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファンシー商品及び運送・庫内整

理等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△246,501千円には、セグメント間取引高消去20,034千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△266,535千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 

印刷情報
関連事業

住生活
環境関連
事業

包材関連
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 4,089,199 3,332,175 1,724,629 9,146,003 726,985 ― 9,872,988

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

31,252 2,035 88 33,375 244,203 △277,578 ―

計 4,120,451 3,334,210 1,724,717 9,179,378 971,188 △277,578 9,872,988

セグメント利益 271,385 82,659 111,962 466,006 24,344 △242,894 247,456
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファンシー商品及び運送・庫内整

理等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△242,894千円には、セグメント間取引高消去15,231千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△258,125千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益 33円86銭 28円81銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 286,987 244,117

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

286,987 244,117

普通株式の期中平均株式数(株) 8,475,204 8,474,670
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成29年10月１日付で、普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　 該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ダイニック株式会社(E00996)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月９日

ダイニック株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　島　　久　　木 ㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴　　木　　重　　久 ㊞

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイニック株式

会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイニック株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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